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１． 研究開発成果 

研究総括報告書（下URL）参照 
https://www.amed.go.jp/content/files/jp/houkoku_h27/0101004/15ak0101016h0003.pdf 
 
 

２． 総合評価 
・優れている 
 
【評価コメント】 
・当初の計画に沿って研究が進められており、企業と連携しながら、実用化に向けて成果が

蓄積されている。 
・医師主導治験が開始されたが、今後の計画を明確にしていく必要がある。 
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